
課課 題題 情情 報報 シシ ーー トト  

テ ー マ 名 ： 新しい病児保育施設の設計 
  

担当指導員名： 村上 有慶 実施年度：  24 年度 
  

施 設 名 ： 沖縄職業能力開発大学校 
  

課 程 名 ： 専門課程 訓練科名： 住居環境科 
  

課題の区分 ： 総合制作実習 学生数： 1 時間： 16単位（288h） 

   
課 題 制 作 ・開 発 のポイント 

【開発（制作）のポイント】 

 県内でも少数の「病児保育所」を設計します。その独自なコンセプトとプランを提案し

ます。 
 

【訓練（指導）のポイント】 

 調査から論文読みまで、すべてを一人で行います。 
 

課 題 に関 する問 い合 わせ先 
 

施 設 名 ： 沖縄職業能力開発大学校 
住  所 ： 〒904-2141 沖縄県沖縄市池原２９９４－２ 
電話番号 ： 098-934-6282（代表） 
施設 Web アドレス ：http://www3.jeed.or.jp/okinawa/college/ 

 

 
次のページ以降に、本課題の「予稿」および「テーマ設定シート」を 
掲載しています。 
 

課 題 制作 ・開 発の「予稿 」および「テーマ設定シート」 



新しい病児保育施設の設計～これからの子育て支援を考える～ 

沖縄職業能力開発大学校 住居環境科 

 

１．はじめに 

「病児保育」をテーマとして、これまで保

護者アンケートや施設見学、現場や行政か

らのヒアリングを進めてきた。その結果を

考察し、子育て支援の一環としてさらに病

児保育が発展していくよう運営システムを

作成し、新しい病児保育施設設計を行う。 

 

２．アンケート調査結果からの考察 

 アンケート調査から、保護者が感じてい

る子育ての問題や、病児保育に対する意見

が読み取れた。『病児保育施設に望むこと』

として多かった意見が以下の通りである。 

①情報提供 ②施設増設 ③費用を安く 

④保育園での対応 ⑤近郊への設置 など 

 

 

Q.病児保育を知っているか 

 

 

Q.病児保育に望むこと 

 

３．施設見学・ヒアリングからの考察 

 施設見学の結果から問題点や理想的な施

設について考察し、施設設計の参考とする。 

 

 

 

 

 

１）問題点 

①補助金制度 ②職員の配置 ③施設環境 

④認知度の低さ など 

２）理想的な施設 

①子どもをどこからでも観察できる間取り 

②子どもが安心できる雰囲気 

③職員の負担にならない動線になっている 

④隔離室・一般観察室それぞれにトイレが

設置されている 

⑤感染症と一般の出入り口を別にする 

⑥清潔を保てる仕上げ材の利用 など 

 

４．施設設計と運営システム作り 

 １）全体コンセプト 

①安心・安全・安静・あそびの「4 つの A」

を中心とする。 

②200 ㎡以下で職員と子どもの距離が近

い広さとする。 

③医師・看護師の常駐がある「医療機関

併設型」で安心感も高くなる。 

 ２）設計予定地選定 

 中部地域の中でも子ども人口が多く、

2008(平成 20)年に「こどものまち宣言」を

した沖縄市に施設設計をすることとする。 

 沖縄市内の字別子ども人口を比較した結

果、37 地区中 13 地区が子ども人口割合 20%

を超えていることが分かった。その地区の

うち現存の中部徳洲会病院がカバーできる

市内北西地域を除き、市内南東側の中心部

にあたる高原地区を設計予定地に決定した。 

 ３）基本計画 

①配置計画 

 予定地周辺は生活地域であり、病院・学

校・福祉施設がある。そのことから外観は

周囲と調和し、ゆとりをもった配置とする。 

  

写真１．施設の雰囲気 

図１．アンケート調査結果 



②平面計画 

・正方形で死角をなくす間取りとする。 

・一般外来棟と病児保育室棟を別にし、内

部の診察室のみで両棟を行き来する。 

・感染症とそうでない子供との空間を分け

て二次感染を防止する。トイレ・出入り

口 も別に設ける。 

・子どもが安心できる空間を作る。 

③外観および主要室概要 

ⅰ）外観 

 

 

 

 

 

図 2．外観 CG 

積み木のような形とやわらかい色合いで

かわいらしく印象に残る。手前が病児保育

室棟、奥が一般外来棟。 

ⅱ）主要室概要 

 どの部屋も段差や死角をなくし、職員が

どこからでも子どもの様子が分かる。一般

観察室は畳を利用し、子どもが心地よく遊

びを展開できる。隔離室は大きなアクリル

窓を建具に使用し、閉鎖的にしない。 

 また、本研究では隔離室を「専用個室」

と呼ぶこととする。 

 

 

 

 

図 3. 一般観察室 CG    図 4. 専用個室 CG 

ⅲ）その他 

その他に一般外来棟・専用個室用トイ

レ・キッチンなどを設けている。 

 

ⅳ）平面図  

 

 

 

 

 

 

 

図 5．平面図 CG 

４)運営システム 

 施設は市直轄運営とし、地域かかりつけ

医・施設医との連携をもとに、誰でも利用

できる施設運営を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．運営システムのモデル 

５．まとめ 

 今回の研究を通し、自分自身の身近なテ

ーマである「子育て」をあらためて見直す

ことができた。また、建築の立場からの提

案として施設設計を手掛けたことで、建

物とは使う人があってこそのものである

ことを再確認した。今後、多くの人たち

が病児・病後児保育事業に関心を持ち、

施設の増設や制度の充実がなされ、さら

なる子育て支援の輪がひろがることを期

待したい。 

建築面積 180.75 ㎡・述床面積 172.25 ㎡ 

医療機関併設型・定員 1～10 名 

かかりつけ医を受診 

診察後、医師の判断により「入室許可書」を発行 

・かかりつけ医がいない 
・保育園から呼ばれて来た

などの場合、施設医が診察 

看護師・保育士で保育

看護を行う 

病児保育以外にも 
・乳幼児健診 
・予防接種 
・学校健診 
・健康相談などを行う。 
一般の病気に対する診察

はしない。 

病児保育施設 



課題実習「テーマ設定シート」様式及び記載例 

作成日：１０月２３日 
 科名：住居環境科            
 

教科の科目 実習テーマ名 

総合制作実習 

 
新しい病児保育施設の設計 

担当教員 担当学生 

○住居環境科 村上有慶   

   

   

   

課題実習の技能・技術習得目標 

本人のテーマ設定を尊重しながら、今日の研究レベルを日本建築学会論文などを参照しながら明らかにする。地域社会にある「病児保育所」の実

態調査を行い、課題や問題点を抽出し分析を行う。それらに基づいて設計コンセプトをたて、設計へと具体化をする。常に、研究レベルと自らのオ

リジナリティを意識しながら、研究プロセスを確認し、自らのアイディアを具体化する知識と技術を習得する。 

実習テーマの設定背景・取組目標 

実習テーマの設定背景 

学生本人が５人の子を持つ母親として、子育て・家事・勉学に苦労しながら勉強をしている。母親に対する社会的支援制度は、まだまだ不十分であ

ることを感じて、稀な「病児保育」というテーマに取り組んだ。小学校へあがるまでの子育てが最も苦労の多い時期であり、子供から目が離せない時

期である。善意の小児科医の取り組みの中から、細々と運営されているのが実態である。建築的にも、課題はありながら十分な空間を作り出しえては

いない。母親の目で見た病児保育施設設計を試みる。 

実習テーマの特徴・概要 

女性たちの社会進出が、当たり前になってきている時代に、結婚・出産を通して、社会から家庭へ帰らざるを得ない現実がある。

有能な女性たちの、そうした行動は、社会的人材の損失でもある。医療と保育のはざまで、制度の谷間にある施設運営は困難を極

めている。彼女自身が多くの悩める女性たちの声を代弁してゆけるような具体的提案につなげたい。 

No 取組目標 

① 病児保育の設計 

② アイディアを具体化する知識と技術を習得する 

③ 課題や問題点を抽出し分析する力を養う 

  

  

  

  

  

  

  

 
 


	H25課題情報（様式2）沖縄能開大_住居環境科
	新しい病児保育施設の設計（改OK）
	住居環境科 総合制作実習テーマ設定シート（沖縄能開大）

